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４.手法「空間の重なり」

　分析から空間の重なりを考える。機能のある箱を繋げ

ていくことで、専用する場と共用する場の重なりをつく

る。その重なりによって、空間は分かれているようで繫

がっている状態となる（Fig.4）。

５.提案「気配を感じる住宅」

　上記の手法を用いて、ゆるさのある住宅を設計する。

空間は繋がっているようでもあり、隔てられているよう

でもあり、自分の空間 (専用空間 )が存在している。お

互いの気配を感じることで家族全員で空間を共有する。

共用する場と専用する場が折り重なることによって、居

心地の良いゆるい空間ができるのではないか (Fig.5.6.7）。

2_1.分析「専用と共用の関係」

　既存建築においてゆるさを感じる空間には、どのよう

な要素が隠れているのか (Fig.2）。専用空間と共用空間との

関係で、空間のゆるさがつくられている。

2_2.分析「空間と人の関わり」

　ゆるいと感じた空間は、他者との繋がり具合、離れ具

合を自由に選択することができる。また、行動の決定権

がその空間を使う人それぞれに存在する (Fig.3）。

ゆるい空間の居心地
空間の重なりによって気配を感じる
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 Fig.7 専用と共用繋がる場

Fig.6  Section 1:350 

交差点での傘かしげ交差点での傘かしげ ビルの間の古い住宅・商店

気配を感じる 距離感を選ぶ 行動を選ぶ
勉強する

寝る 話す

本を読む

座る

近い 遠い

隔てられている
直接見合えないお互いが

空間を共有する

１.背景「ゆるさの居心地」

　緊迫した時間を過ごすのではなく、ゆったりとした気

分で過ごしている時、私はゆるさを感じた。ゆるいとは、

安心感や親しみを感じさせてくれるものであった。その

中の、居心地の良い空間に興味を持った (Fig.1)。

Fig.１ 居心地の良い空間
思い思いの時間を過ごす 　　ゆったりとした時間を過ごす  自分の居心地を探して過ごす

Fig.3ゆるい空間の要素

Fig.2  既存建築における「空間の繋がり」 Fig.5 Site plan 1:300

Fig.4 空間をの重なり
　　１つの空間    　　２つ繋げると空間の重なりができる　重なりを増やしていく

空間は繋がっているけれ

ど、その中に専用する場

と共用する場が存在して

いる。それらが折り重な

ることで、居心地の良い

場所がつくられている。
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空間は繋がっているけれ

ど、その中で自分の居心地

の良い場所を探して思い思

いの時間を過ごせる。共用

する場でありながら専用す

る場が存在している。

中心にコアのような場があ

り、その回りに帯状の空間

が取り巻く。全体としてひ

とつに繫がる空間は、専用

する場にも共用する場にも

なっている。

自分の場所＝専用空間　　みんなの場所＝共用空間　　自由な場所＝専用・共用の間の空間

独立感があるけれど誰かの気配をいつでも感じられる。

専用の空間であるけれど、誰かの気配を感じる。

みんなで集まり一緒に使う場所。すべての空間と繋がる。

分かれているけれど繋がっている


